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PS Vita専用メモリーカード*
メモリーカードがあるときは、
本体の電源を入れる前にセッ
トしてください。 USBケーブル*

HDMI®ケーブル

LANケーブル（別売り）

ACアダプター

電源コード 

ワイヤレスコントローラ 
(DUALSHOCK®3)*

* VTE-1000 ABには付属されていません。
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カードスロット
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有線でネットワーク
に接続するときは、
LANケーブルをつな
いでください。
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	 ホーム画面と基本操作

アプリケーション

選んで	
決定する

ゲートページを	
移動する

LiveArea™ アプリケーション画面

選んで	
決定する

PSボタン	
（LiveArea™に戻る）

ページを	
移動する

起動しているアプリケーション セットしているPS Vitaカード

お知らせインジケーター
選ぶと、メッセージなどの新着情
報が見られます。

ユーザーズガイド
（設定）のLiveArea™で （ユーザーズガイド）を選びます。各機能

の使いかたや設定方法を説明しています。
ユーザーズガイドを見るにはインターネット接続が必要です。ユー
ザーズガイドはパソコンなどで見ることもできます。
http://manuals.playstation.net/document/

アップデートサイト
システムソフトウェア のアップデート（更新）方法や最新の情報をご
覧いただけます。PlayStation Vita TVは、システムソフトウェアを®
アップデートすることにより、機能の追加やセキュリティーの強化が
できます。常に最新版にアップデートしてご利用ください。
http://www.jp.playstation.com/psvita/update/

サポートサイト
修理に関するご案内や、よくあるお問い合わせなどをご覧いただけます。
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1
テレビの電源を入れて、入力を切り替える。

接続する。

本機で遊ぶには、ワイヤレスコントローラ（DUALSHOCK 3）（CECHZC2J）とUSBケーブル（CECH-ZUC1または®
USB規格に準拠したケーブル）が必要です。VTE-1000 ABには、コントローラーとUSBケーブルが付属されてい
ません。

本体背面

電源コードのプラグは、すべての接続が終わっ
たあとにコンセントに差し込んでください。
コンセントに差し込むとPlayStation Vita TV®
に電源が入ります。電源が入ると、本体前面の
電源ランプが点灯します。

ヒント
コンセントから電源プラグを抜くときは、必ず
PS Vita TVの電源を切り（ 「6 電源を切る」）、
本体前面の電源ランプが消えていることを確
認してください。

2
PS Vita TVに電源が入ると、電源ランプが点灯し、テレビ画面にPS Vita TVの画面
が表示されます。

コントローラーの （PS）ボタンを押す。
コントローラーが本体に登録（ペアリング）されます。登録されるとワイヤレスで使え
ます。

画面の指示に従って初期設定をする。
言語、タイムゾーン、日付、時刻の順番で設定します。Sony Entertainment 
Networkのアカウント登録や、ネットワークの設定も初期設定で行います。 
初期設定が終わるとホーム画面が表示されます。

ヒント

Sony Entertainment Networkのアカウントは、初期設定が完了したあと、ホーム画
面の （設定）［PlayStation Network］ サインアップ® ［ ］から作成できます。 
また、PlayStation 3やパソコンを使って作成することもできます。作成したアカウ®
ントをPS Vita TVに登録してください。

3
ホーム画面でアプリケーションを選ぶと、LiveArea™が表示されます。ゲートを選ぶとアプリケーションが始まります。同時に複数のアプリケーションを起動できます。ホーム画面は最大10ページまで追加できます。

ホーム画面

インフォメーションバー
ホーム画面上部でPS Vita TVの状態を確認できます。

PS	Vita	TVの通信状況

ヒント

• 方向キーの代わりに左スティックを使っても選んだり、移動したりできます。
• LiveArea™は、 ボタンを押したままにすると閉じることができます。LiveArea™を閉じると、アプリケーションが終了します。

ワイヤレスコントローラ（DUALSHOCK®3）
本機で遊ぶには、コントローラー（CECHZC2J）とUSBケーブル（CECH-ZUC1またはUSB規格に準拠したケーブル）が必要です。
VTE-1000 ABには、コントローラーとUSBケーブルが付属されていません。

ポートランプ USB端子

L1ボタン

L2ボタン

方向キー上下左右

左スティック／ L3ボタン*

SELECTボタン

PSボタン：	LiveArea™ ／ホーム画面を表示する
	 電源を入れる／切る（ 「6 電源を切る」）
	 ゲームを中断する
	 コントローラーの設定をする

ボタン：	選んだ項目を決定する

ボタン：	操作を取り消す／ LiveArea™を終了する

ボタン：	ホーム画面を編集モードにする

右スティック／ R3ボタン*

STARTボタン

* L3ボタン、R3ボタンはスティックを押したときに機能します。

R1ボタン

R2ボタン

ヒント
（PS）ボタンを押したままにして表示される画面で、電源を切ったり、コントローラーの設定をしたりできます。

4
ホーム画面に表示されたゲームのアイコンを選ぶとゲームが始まります。PS Vita TVの対応ソフトウェアについては、http://pscom.jp/psvitatv/game/ またはインフォメー
ションセンターで確認してください。

PlayStation®Vitaカードをセットする。
PlayStation Vita規格ソフトウェアが収録されてい®
るカードです。PS Vitaカードスロットカバーを上方
向に開け、PS Vitaカードを挿入します。セットすると
ホーム画面にゲームのアイコンが表示されます。

ゲームを起動する。
ゲームのアイコンを選ぶと、ゲームのLiveArea™が
表示されます。インターネットに接続していると、
LiveArea™にゲームの新着情報などさまざまな情報
が表示されます。

ゲームを始める。
LiveArea™の［はじめる］を選ぶと、ゲームが始まりま
す。

ゲームを中断、または終了する。
コントローラーの （PS）ボタンを押すと、ゲームを
中断してLiveArea™に戻ります。 

ボタンを押したままにしてLiveArea™を閉じる
と、ゲームが終了します。

メモリーカードを使う
PS Vita TVは内蔵メモリーカードを搭載しており、メ
モリーカードを必要とするゲームやアプリケーショ
ンですぐに遊ぶことができます。内蔵メモリーカード
の容量がいっぱいになったときは、別売りのメモリー
カードをお使いください。内蔵メモリーカードのデー
タは、次の手順でメモリーカードに移動できます。

PS	Vita	TVの電源を切った状態で、メ
モリーカードをセットする。
電源が入っているときに抜き差しすると、データが破
損することがあります。

PS	Vita	TVの電源を入れ、画面の指示
に従ってデータを移動する。
移動が完了すると、自動的に再起動します。

ご注意

• メモリーカードをセットすると、内蔵メモリーカードの
データは、メモリーカードへ移動されたあと、すべて削除
されます。データの保存場所は、内蔵メモリーカードから
メモリーカードに変わります。

• 内蔵メモリーカードは、メモリーカードをセットしてい
ると使えません。

5
タッチポインターは、PS Vita のタッチ操作をコントローラーで操作する機能です。

タッチポインターを使うには、 （PS）ボタンを押したままにして表示される画面で
［タッチポインターを使う］にチェックを入れてください。対応しているゲームの操作
に使えます。

L3ボタンを押すと、画面にスクリーン用のタッチポインターが表示
されます。

R3ボタンを押すと、画面に背面タッチパッド用のタッチポインター
が表示されます。

L3 ／ R3ボタンを同時に押すと、スクリーン用、背面タッチパッド用
の両方のタッチポインターが重なって表示されます。

タッチポインターを動かす
タッチポインターの表示中に、左スティックでポインターを動かします。L2ボタン、
または ボタンで決定します。

2つのタッチポインターを使う
タッチポインターは、同時に2つ使えます。タッチポインターを表示中に右スティック
を動かすと、2つ目のタッチポインターが赤で表示されます。2つ目のタッチポイン
ターは、右スティックで動かし、R2ボタンで決定します。

ヒント

• 2つ目のタッチポインターの種類は選べません。1つ目と同じ種類のポインターが表示さ
れます。

• タッチポインターの使いかたは、画面でも確認できます。 （PS）ボタンを押したままにし
て表示される画面で、[タッチポインターを使う]の を選んでください。次の画面が表示
されます。

• タッチポインターは、ホーム画面やLiveArea™では使えません。

6	 電源を切る
PS Vita TVは次の方法で電源を切ることができます。通常は、アプリケーションを起動したまま終了するスタンバイモードを利用すると便利です。

	 ホーム画面の （電源）を選ぶ、またはコントローラーの （PS）
ボタンを押したままにする。

	表示された画面で［スタンバイ］を選ぶ。
スタンバイモードになり、本体前面の電源ランプが消えます。

ヒント
• PS Vita TV本体の （電源）ボタンを押して表示された画面からもスタンバイモード

にすることができます。
• ゲームを中断したいときは、スタンバイモードを選んでください。スムーズにゲーム

を再開できて便利です。

電源を完全に切る
メモリーカードをセットしたり抜いたりするときや、コンセントから電源プラグを抜
くときは、電源を完全に切ってください。

	 ホーム画面の （電源）を選ぶ、またはコントローラーの	
（PS）ボタンを押したままにする。

	表示された画面で［電源を切る］を選ぶ。
電源が切れ、本体前面の電源ランプが消えます。

ヒント
• PS Vita TV本体の （電源）ボタンを押して表示された画面から電源を切ること

もできます。
• 電源を完全に切ると、コントローラーの （PS）ボタンを押しても電源が入りま

せん。

電源を入れる

スタンバイモードから

	 PS	Vita	TV本体に登録されているコントローラーの （PS）
ボタンを押す、またはPS	Vita	TV本体の （電源）ボタンを
押す。
本体前面の電源ランプが点灯し、スタンバイモードになる前の画面が表示されま
す。

電源が切れた状態から

	 PS	Vita	TV本体の （電源）ボタンを押す。
本体前面の電源ランプが点灯し、ホーム画面が表示されます。

	 コントローラーの （PS）ボタンを押す。
コントローラーがPS Vita TV本体に登録されます。電源が切れた状態から電源を入
れるたびに、 （PS）ボタンを押して登録してください。

3	 ホーム画面と基本操作



電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や
人身事故を起こすことがあります。

この取扱説明書は、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示していま
す。本書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。特に「安全のために」は必ずご
覧ください。お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。小
さなお子様には、保護者の方がお読みのうえ、安全にお使いください。

あそ まえ

PlayStation®Vita	TVで遊ぶ前に
かなら お と な かた とりあつかいせつめいしょ よ あんぜん つか

必ず大人の方といっしょに、この取扱説明書をよく読んで、PS Vita TVを安全に使ってく

ださい。

電波障害自主規制について
この装置は、クラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的として
いますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引
き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 VCCI-B

機器認定について
本機は、電波法に基づく無線設備として、認証を受けています。また本機は、電気通信事業法に基づ
く技術基準適合認定を受けています。認証機器名は次のとおりです。
認証機器名：VTE-1000
ただし、以下の事項を行うと法的に罰せられることがあります。
• 本機を分解／改造すること
• 本体背面にある証明番号を消すこと

Wi-FiおよびBluetooth 機能の周波数について®
本機のWi-FiやBluetooth®で使用する2.4GHz帯は、さまざまな機器が共有して使用する電波帯で
す。本機は、同じ電波帯を使用する機器からの影響を最小限に抑えるための技術を使用しています
が、場合によってはお互いの電波が影響し合い通信速度や通信距離が低下することや、通信が切断
されることがあります。本機でもWi-FiやBluetooth®を同時に使用すると電波干渉による影響を
受けることがあります。
また、他の無線機器との電波干渉を防止するために、下記に注意して使用してください。

本機の使用上の注意
本機の使用周波数は2.4 GHz帯です。この周波数帯では電子レンジ等の産業・科学・医療用機器
のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等で使用される免許を要する移動体識別用構内無線
局、免許を要しない特定の小電力無線局、アマチュア無線局等（以下「他の無線局」と略す）が運用さ
れています。
1. 本機を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないことを確認してください。
2. 万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合には、速やかに本機の使用場所を

変えるか、または機器の運用を停止（電波の発射を停止）してください。

この無線機器は2.4 GHz帯を使用します。変調方式としてFH-SS変調方式を
採用し、与干渉距離は20 mです。
この無線機器は2.4 GHz帯を使用します。変調方式として 
DS-SS 変調方式およびOFDM変調方式を採用し、与干渉距離は40 mです。

 安全のために
当社製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品は間違った使いかたをする
と、火災や感電などにより人身事故につながることがあり危険です。事故を防ぐために次のことを
必ず守ってください。

「安全のために」の注意事項を守る
「安全のために」の注意事項をよく読んでください。本体および周辺機器を安全に使うための注意
事項が書かれています。

定期的に点検する
1年に1度は次のことを点検してください。
• ACアダプター、電源コード、ケーブル類に傷みはないか？
• 電源コードのプラグとコンセントの間にほこりがたまっていないか？

故障したら使わない
動作がおかしいときや壊れたとき、ACアダプター、電源コード、ケーブル類が傷ついたときは、イ
ンフォメーションセンターに相談してください。

異常が起きたら
変な音やにおいがする／さわれないほど熱い／煙が出ている
1 電源コードのプラグをコンセントから抜く。
2 PS Vita TVに接続しているACアダプター、ケーブル類や機器を取り外す。
3 インフォメーションセンターに連絡する。

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次のような表示をしています。表示の内容をよく理解してから本文を
読んでください。

危害や損害の程度

この表示の注意事項を守らないと、火災／感電／破裂などにより死亡や大けが
などの人身事故が生じます。

この表示の注意事項を守らないと、火災／感電などにより死亡や大けがなどの
人身事故につながることがあります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故により、けがをしたり周
辺の物品に損害を与えたりすることがあります。

図記号の説明

行為を禁止する図記号 行為を指示する図記号

製品全般についてのご注意

	危険

火の中に入れない。加熱しない
火の中に入れたり、電子レンジやオーブンなどの調理器具などで加熱したりしないで
ください。火災や破裂、けが、故障の原因となります。

ワイヤレスコントローラー内蔵のバッテリーから液がもれたときは

素手で液をさわらない
• 液がもれたときは、すぐに使用を中止し、インフォメーショセンターに相談してくださ

い。
• 液が目に入ったときは、すぐにきれいな水で洗い、医師の診察を受けてください。失明の

原因となります。
• 液が身体や衣服に付いたときは、すぐにきれいな水で洗い流してください。皮膚に炎症や

けがの症状があるときは、医師に相談してください

すぐに火気から遠ざける
もれた液や気体に引火し、発火や破裂の原因となります。

 警告

専用のACアダプター、電源コード以外は使わない
付属のACアダプター、電源コードは本機だけで使用できる専用品です。他の製品では
使用できません。また付属の電源コード以外は本機で使用しないでください。発熱によ
り火災・感電の原因となります。

内部に水や異物を入れない
火災や感電、故障の原因となります。水や異物が入ったときは、すぐに電源を切って電
源コードのプラグをコンセントから抜き、インフォメーションセンターに相談してく
ださい。また、このときに、他の機器を接続したままにすると、機器の故障の原因となり
ます。

分解や改造をしない
火災や感電、故障の原因となります。

ACアダプター、電源コード、ケーブル類を傷つけない
傷ついたまま使うと、火災や感電の原因となります。
• 加工しない。
• 熱器具に近づけない。加熱しない。
• 物を載せない。ケーブルを引っ張らない。
• コンセントから電源コードを抜くときは、プラグを持ってまっすぐ抜く。
• 本体やACアダプターにケーブルを巻きつけない。

油煙や湯気の当たる場所、湿気や、ほこりの多い場所に置かない、使わない
火災や感電の原因となります。

雷が鳴り出したら、電源コード、ACアダプター、ケーブル類、本体にさわらない
感電の原因となります。

ぬれた手で電源コードのプラグにさわらない
感電の原因となります。

長期間使わないときやお手入れをするときは、接続しているACアダプター、電源コー
ドやケーブル類を取り外す
火災や感電の原因となります。

本体やACアダプターを、布やケースなどでおおったまま使わない
熱がこもり、火災や故障の原因となります。

直射日光の当たるところ、熱器具の近くなど高温の場所に置かない
火災や故障の原因となります。また、本体の一部が熱くなり、やけどの原因となります。

接続するときは、端子類にほこりや異物が付いていないか確かめる
本体やケーブル類などの端子に、ほこりや異物が付いているときは、乾いた布や綿棒な
どでふいてからつないでください。ほこりや異物を付けたまま使うと、火災や感電の原
因となります。

ネットワーク機能を使うときは、心臓ペースメーカーの装着部から15cm以上離す
電波が心臓ペースメーカーの動作に影響をおよぼすことがあります。

 

病院などの使用を禁止された場所や、一部の電子機器*の近くでは、無線通信機能を使
わない
電波が電子機器*に影響をおよぼし、誤動作による事故の原因となります。
* 心臓ペースメーカー、その他医療用電子機器、火災報知器、自動ドア、その他の自動制御機器

など。

注意

本体や周辺機器は振り回さない
人にぶつけたり、ドアに挟んだりすると、けがや故障の原因となります。
特にコントローラーをUSBケーブルで本体とつないだまま使うときは、注意してくだ
さい。

不安定な場所に置かない
ぐらついた台の上などに置くと、本体や周辺機器が落ちて、けがや故障の原因となりま
す。

強い衝撃を与えない
重い物を載せる、投げる、落とす、踏みつけるなど、無理な力が加わると、けがや故障の
原因となります。特に、ズボンなどのポケットに入れたまま座ったり、かばんの中に重
い荷物と一緒に詰め込んだりすると、予想以上に大きな力が加わりますので、やめてく
ださい。

幼児の手の届かないところに置く
メモリーカードなどを誤って飲み込んだり、ケーブルを首に巻きつけたりして、事故や
けが、故障の原因となります。

プラズマテレビやプロジェクションテレビ*に接続するときは注意する
残像現象（画像の焼き付き）が起こることがあります。特に静止画をテレビ画面に表示
したまま長時間放置しないでください。
* 液晶（LCD）方式のテレビを除きます。

ワイヤレスコントローラーのモーションセンサー機能を使うときは注意する
コントローラーのモーションセンサー機能を使うときは、次のことに注意してくださ
い。コントローラーが人や物にぶつかると、事故やけが、故障の原因となります。
• 使用する前に、周囲に充分なスペースが確保できているかを確認してください。
• 使用中はコントローラーをしっかりと握り、手から投げ出されないようにしてくだ

さい。
• コントローラーをUSB ケーブルに接続した状態で使うときは、ケーブルが周囲の人

や物にぶつからないようにしてください。また、ケーブルが本体から抜けないように
注意してください。

使用中の本体やACアダプターを長時間さわらない
使用状況によっては、本体やACアダプターの温度が40 ℃以上になることがあります。
この状態で長時間皮膚がふれたままになっていると、低温やけど*の原因となります。
* 低温やけどは、比較的低い温度（約40 ℃以上）のものに長時間皮膚がふれたままになってい

ると起こるやけどのことです。

本体やACアダプターが熱いと感じたときは、使用を中止する
低温やけどや故障の原因となります。

変圧器やDC/ACインバーターを使わない
海外旅行者用の変圧器や、自動車用のDC/AC インバーターなどに電源コードをつなぐ
と、AC アダプターが発熱し、やけどや故障の原因となります。

ワイヤレスコントローラーにクレジットカードや定期券などの磁気製品を近づけない
コントローラーには磁石を使った部品が内蔵されているため、磁気製品の記録に影響
をおよぼすことがあります。

健康のためのご注意

	警告

光の刺激によって引き起こされる発作について
点滅を繰り返す画面や、その他の光の刺激によって、まれに、目の痛み、視覚異常、偏頭痛、けいれん
や意識障害（失神など）などの症状（光感受性発作）が起きることがあります。こうした症状のある
方は、事前に必ず医師に相談してください。

	注意

こんなときはすぐに使用を中止する
上記の症状に加え、頭痛、めまい、吐き気、疲労感、乗り物酔いに似た症状などを感じたときや、目、
耳、手、腕、足など、身体の一部に不快感や痛みを感じたときは、すぐに使用を中止してください。使
用を中止しても治らないときは、医師の診察を受けてください。

• 使用するときは部屋を明るくし、できるだけ画面から離れてください。
• 疲れているときや睡眠不足のときは、使用を避けてください。
• 使用するときは健康のため、1時間ごとに15分程度の休憩を取ってください。
• 使用中に体調が悪くなったら、すぐに使用をやめてください。

使用上のご注意

本書に記載されている使用方法に従って、本製品をお使いください。製品本体の分解／内部
解析／改造などを行うこと、および製品本体内部のチップなどに含まれるプログラムなど
の著作物を無断で利用もしくは解析することを禁止します。上記をご了解いただいたうえ
で、お使いください。

海外での使用について
国や地域によっては電波使用制限があるため、本機のネットワーク機能を海外で使った場合、罰せ
られることがあります。

Wi-Fi接続するときは
Wi-Fi機能を使ってインターネット接続をするときは周辺のアクセスポイントが自動的に検索さ
れるため、利用する権限のないアクセスポイントが表示されることがあります。自宅や公衆無線
LANサービス以外の、利用する権限のないアクセスポイントには接続しないでください。接続し
た場合、不正アクセスとみなされることがあります。

リージョンコード
PS Vita規格ソフトウェアには、販売地域ごとに「地域番号（リージョンコード）」が割り当てられて
います。本機では、次の地域番号のソフトウェアを利用できます。

お子様の利用を制限する
お子様がPS Vita TVを使用する場合に、保護者の方が必要に応じてコンテンツの再生や機能の利
用を制限することができます。また、Sony Entertainment Networkでは、一定年齢以下の方が
マスターアカウントの監督下で利用するためのサブアカウントが用意されています。詳しくは、
ユーザーズガイドをご覧ください。

記録したデータについて
次の場合、PS Vitaカードやメモリーカードに記録したデータが消失／破損することがあります。
• 読み込み中、書き込み中にPS Vitaカードを取り出したり、PS Vita TVの電源を切ったりした

場合
• PS Vita TVの電源が入っている状態でメモリーカードを抜き差しした場合
• 静電気や電気的ノイズの影響を受ける場所で使った場合

何らかの原因でデータが消失／破損した場合、データの復旧／修復はできません。データが
消失／破損しても、当社は一切の責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。

お客様が録画・録音したものは、個人として楽しむほかは、著作権法上、権利者に無断で使
用できません。著作権法その他の法令に従ってご使用ください。録画・録音されたものの使
用について、当社は一切責任を負いません。なお、実演や興行、展示物などの中には、個人と
して楽しむなどの目的があっても、録画・録音等が禁止されている場合がありますのでご
注意ください。

PS	Vita	TVの取り扱い

本体
PS Vita TVの表面が変質、変色しないように、次のことを守ってください。
• 殺虫剤など、揮発性のものをかけないでください。
• ゴムやビニール製品などを長期間接触させないでください。

ACアダプター
ACアダプターは、コンセントの近くで使ってください。不具合が起きたときは、すぐに電源コード
のプラグをコンセントから抜いて電源を切ってください。

お手入れ

端子類をきれいにする
本体や電源コードなどの端子類が汚れていると正しく通電しないことがあります。端子類が汚れ
ているときは、乾いた柔らかい布や綿棒でふき取ってください。

結露が起きたときは
PS Vita TVを寒い場所から暖かい場所に持ち込んだ直後などは、本体内部に露がつき（結露）、正し
く動作しないことがあります。本体の電源を切り、電源コードのプラグを抜いた状態で数時間放置
してください。数時間たっても正常に動作しない場合は、インフォメーションセンターに相談して
ください。

正常に動作しないときは
電源を切り、本体の （電源）ボタンを7秒以上押して電源を入れなおし、コントローラーをUSB
ケーブルでつなぎます。コントローラーの （PS）ボタンを押すとセーフモードの画面が表示さ
れます。セーフモードとは、PS Vita TVを必要最低限の機能で起動し、問題を解決するためのモー
ドです。必要な項目を選び、画面の指示に従って操作してください。正常に電源が切れない場合
は、本体の （電源）ボタンを15秒以上押したままにしてください。本体が再起動し、セーフモード
の画面が表示されます。

ワイヤレスコントローラーを使う
コントローラーはUSBケーブルを外すと、ワイヤレスで使えます。ワイヤレスで使うときは、コン
トローラーのバッテリーが充電されている必要があります。 （PS）ボタンを押したままにして
表示される画面で、バッテリーの残量を確かめられます。

ペアリングする
コントローラーをはじめて使うときは、本体とコントローラーをUSBケーブルで接続し、 

（PS）ボタンを押してペアリングする必要があります。コントローラーを複数台使用するとき
は、1台ずつペアリングしてください。

充電する
本体の電源が入っているときやスタンバイモードのときに本体とコントローラーをUSBケーブル
で接続すると、コントローラーのバッテリーを充電できます。周囲の温度が10 ℃～ 30 ℃の環境
で充電してください。これ以外の環境では、効率のよい充電ができないことがあります。

バッテリー寿命
バッテリーには寿命があります。使用回数を重ねたり、時間が経過したりするにつれバッテリーの
持続時間は少しずつ短くなります。バッテリーの寿命は、保管方法や使用状況、環境などにより異
なります。

保管のしかた
長期間使わないときでも、機能を維持するため、1年に1度は満充電してください。

ワイヤレスコントローラーを廃棄するときは
コントローラーに内蔵しているリチウムイオン電池は、リサイクルできます。コントローラーを廃
棄するときは、バッテリーを取り外し、リサイクル協力店へお持ちください。

	注意
• バッテリーを取り外すときは、小さなお子様の手の届かないところで行ってください。

ネジなどの部品を誤って飲み込むおそれがあります。
• コントローラーのカバーを取り外すときは、爪や指などにけがをしないよう、充分に注

意してください。

重要
コントローラーを廃棄するとき以外は、絶対にネジを取り外さないでください。

1	 コントローラーからUSBケーブルを取り外す。
2	 プラス（＋）ドライバーで、ネジを外す（5か所）。

3	 カバーを取り外す。
	 矢印の方向に押す。

	 上にスライドさせる。

4	 コネクターを外したあと、バッテリーを取り外す。

リチウムイオン電池のリサイクルについて

リチウムイオン電池は、リサイクルできます。不要になったリチウムイオン電池は、
コネクターの金属部にセロハンテープなどの絶縁テープを貼ってリサイクル協力
店へお持ちください。

充電式電池の回収・リサイクルおよびリサイクル協力店については、一般社団法人 JBRCホーム
ページ（http://www.jbrc.net/hp/contents/index.html）を参照してください。

アフターサービス
アフターサービスのご利用につきましては、当社ホームページのサポートページ 

（http://www.jp.playstation.com/support/）をご覧いただくか、インフォメーションセンター
にお問い合わせください。

アフターサービスに出すときは
アフターサービスに出す前に、あらかじめ「PS Vita TVを手放すときは」の1 ～ 3の手順に従って、
PS Vita TVの初期化までしてください。

アフターサービス規定／保証規定
株式会社ソニー・コンピュータエンタテインメント（以下当社）は次の内容に従い、お客様にアフ
ターサービスを提供します。これらの規定に同意いただいたうえでアフターサービスを依頼して
ください。

アフターサービス規定
1	 交換／修理について

1） PlayStation®Vita TVをアフターサービスに出すときは、個人情報保護および第三者による
不正使用を防止するため、PS Vita TVを初期化してください。

2） 故障製品と一緒にお送りいただいたものは、返却いたしかねます。お客様が製品購入後に取
り付けた物品（シールなど）は取り外してからお送りください。

3） お送りいただいた製品は、当社の判断により交換または修理の対応を行います。交換の場
合、故障内容の説明はいたしかねます。なお、交換／修理には環境にも配慮し再生部品を使
用する場合があります。

4） 交換の場合、お客様からお送りいただいた製品（本体、箱など）、および修理にあたって取り
外した故障部品については、3）の理由により当社の所有物として回収します。あらかじめ
ご了承ください。

5） アフターサービスの内容によっては、本機の仕様とは異なる製品との交換になる場合があ
ります。

6） システムソフトウェアをアップデートします。
7） PS Vita TVを初期化します。

2	 交換／修理をお断りする場合について
1） 不当な修理／分解／改造（ソフトウェアを含む）が行われた製品
2） 当社所定のシステムソフトウェア使用許諾契約に違反する使いかたをされた製品
3） 本体底面にラベルがない製品、またははがした痕跡のある製品
4） 不充分な梱包により、輸送中に破損したと考えられる製品（梱包方法は当規定「梱包につい

て」をご覧ください）
5） 損傷が激しく、修理しても機能の維持が困難であると当社が判断した場合
6） 記録媒体内の、損傷したデータの復旧

コネクター

バッテリー

3	 料金について
1） 保証期間後の本体のアフターサービスは有料となります。料金表については当社ホーム

ページのサポートページ 
（http://www.jp.playstation.com/support/）をご覧ください。

2） 点検・見積りを依頼された場合は有料となります。見積り後に修理をキャンセルされた場
合も有料となります。

4	 データについて
記録媒体内のデータについて、当社は一切の責任を負いかねます。
5	 梱包について

1）  製品をお送りいただく際は、購入時の箱および梱包材をお使いのうえ、購入時の箱を包装紙
などで包んでください。

2） 1）の梱包方法以外でお送りいただく場合は、輸送中に本体が破損しないよう充分注意して
梱包してください。不充分な梱包により、輸送中に製品が破損したと考えられる場合は、交
換／修理をお断りします。

6	 アフターサービス依頼品の保管について
アフターサービス依頼品の返却可能日をお知らせしている場合（お客様のご都合でお知らせでき
ない場合を含む）、依頼をお受けした日から1年間を経過してもお受け取りいただけないときは、当
社にて処分させていただきます。また、その際には修理料金に加え、保管（保管場所までの輸送費用
を含むがこれに限らない）および処分に要した費用の一切を、当社の請求に従い速やかにお支払い
いただきます。
7	 ご注意

1） 出張修理の依頼はお受けしていません。
2） 保証期間後の付属品の交換／修理の依頼はお受けしていません。
3） 部品単品の販売は一切行っていません。
4） この規定は、当社および当社以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するもの

ではありません。
5） この規定は日本国内においてだけ有効です。 

（This rule is valid only in Japan.）
6） 当社はこの規定をいつでも更新・修正できるものとし、アフターサービスの際には最新の

規定が適用されるものとします。 
この規定に関する最新の情報については、当社ホームページのサポートページ（http://
www.jp.playstation.com/support/）をご覧ください。

保証規定
1	 保証期間内の製品については、「アフターサービス規定」に加え、この規定が適用されます。「ア
フターサービス規定」も必ずご覧ください。

2	 保証期間はお買い上げ日より1年間です。
3	 保証期間中に正常な使用状態（取扱説明書などの注意書きに従った使用状態）で故障した場合
は、「アフターサービス規定」に定める交換／修理を当社にて無料で実施します。

4	 保証期間内でも、次の場合は保証の対象外になります。
1） 保証書（外箱に印刷）がない場合
2） 保証書に、お買い上げ日、販売店印などがない場合
3） 保証書が改ざんされている場合
4） 保証書が本機のものではない、または保証書とバーコードラベルが切り離されているなど

本機のものと確認できない場合
5） 使用上の誤り、他の製品から受けた障害
6） お買い上げ後の外的要因（落下、衝撃・圧力などの負荷、液体／異物の混入など）による故障

および損傷（液晶割れ／外装部品破損／水濡れ（腐食）など）
7） 火災／地震／風水害／落雷／その他の天変地異、公害、塩害、異常電圧などによる故障およ

び損傷
8） 一般家庭外（例えば業務用）で使用したことによる故障および損傷
9） 1）～ 8）に該当すると当社が判断した場合

5	 保証期間内でも、次の場合は交換／修理をお断りします。
1） 不当な修理／分解／改造（ソフトウェアを含む）が行われた製品
2） 当社所定のシステムソフトウェア使用許諾契約に違反する使いかたをされた製品
3） 本体底面にラベルがない製品、またははがした痕跡のある製品
4）  不充分な梱包により、輸送中に破損したと考えられる製品（梱包方法は「アフターサービス

規定」をご覧ください）
5） 損傷が激しく、修理しても機能の維持が困難であると当社が判断した場合
6） 記録媒体内の、損傷したデータの復旧

6	 ご注意
1） この製品の保証は、当社および当社以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限す

るものではありません。
2） この製品の保証は日本国内においてだけ有効です。 

（This warranty is valid only in Japan.）
3） 当社はこの規定をいつでも更新・修正できるものとし、アフターサービスの際には最新の

規定が適用されるものとします。この規定に関する最新の情報については、当社ホームペー
ジのサポートページ 

（http://www.jp.playstation.com/support/）をご覧ください。

保証書について
• 保証書は外箱に印刷されています。大切に保管してください。
• 保証書に、お買い上げ日と販売店名が記入されていることを確かめてください。
• 外箱を捨てたり、保証書を切り取ったりしないでください。保証書とバーコードラベルを確か

めるために必要です。また、修理に出すとき、製品保護のためにも必要です。
• 外箱のバーコードラベルの番号は、本体底面のラベルの製造番号と一致しています。バーコー

ドラベルで本機の保証書であることが確認できない場合は、保証の対象となりません。

ラベル位置

保証書

本体底面のラベル

外箱のバーコードラベル

バーコードラベルや保証書の位置は、製品によって異なる場合があります。

PS	Vita	TVを手放すときは
買い替えや譲渡、廃棄などでPS Vita TVを手放すときは、あらかじめ次の操作をしてください。

1	 バックアップする
（コンテンツ管理）を使って、PS Vita TVのデータをパソコンなどにバックアップできま

す。必要に応じてバックアップしてください。バックアップについて詳しくは、ユーザーズガ
イドをご覧ください。

ヒント
バックアップしたデータは、 （コンテンツ管理）を使って新しいPS Vita TVにリストア（復
元）できます。

2	 機器認証を解除する
譲渡や廃棄をしたあとで機器認証の解除はできません。1つのSony Entertainment 
Networkのアカウントで認証できる台数には制限があるため、解除してから手放してくださ
い。機器認証について詳しくは、ユーザーズガイドをご覧ください。

（設定）［PlayStation®Network］［機器認証］でコンテンツを選び、各コンテンツの認
証を解除してください。

3	 PS	Vita	TVを初期化する
PS Vita TVの設定を初期値に戻し、本体メモリーのすべてのデータを削除してください。
PS Vita TVを初期化しない場合、第三者に個人情報やクレジット番号などが閲覧されたり、利
用されたりする可能性があります。

（設定）［初期化］［PS Vitaを初期化する］を選び、画面の指示に従って操作してくださ
い。

 注意
第三者によるデータの不正な閲覧または利用によってお客様に生じた不利益その他の損害
に対して、当社は一切の責任を負いません。

廃棄するときは
本体や周辺機器は金属やプラスチックでできています。廃棄するときは、各自治体の指示に従って
ください。

主な仕様
仕様および外観は予告なく変更することがあります。
本書に掲載されている操作説明は、システムソフトウェアのバージョンによって異なる場合があ
ります。

PlayStation®Vita	TV本体

AV出力 解像度　720p, 1080i, 480p
サウンド出力 LPCM 2ch
主なスロット／端子 PS Vitaカードスロット

メモリーカードスロット
USB端子（USB 2.0 Type A）
HDMI出力端子（HDMI-CEC）  
LAN端子（10BASE-T, 100BASE-TX）

	
	
	
	
内蔵メモリーカード 1 GB*
電源 ACアダプター：DC ５ V
最大消費電力 約2.8 W
外形寸法 約65.0 × 105.0 × 13.6 mm

（横幅×縦幅×厚さ）
 

質量 約110 g
動作環境温度 5 ℃ ～ 35 ℃

* 内蔵メモリーカードには、実際にご利用いただける領域（ユーザー領域）と、システムファイル領
域があり、実際にご利用いただける容量は本紙に記載されている容量よりも少なくなります。

ネットワーク機能

Ethernet 10BASE-T, 100BASE-TX
Wi-Fi IEEE 802.11b/g/n （n=1×1）
Bluethooth® 2.1＋EDR （A2DP, AVRCP, HSP, HID）

ワイヤレスコントローラ（DUALSHOCK 3）（VTE-1000	AAのみ）®
定格 DC 5 V、500 mA
電池 電池種類：内蔵型リチウムイオン充電池

電圧：DC 3.7 V
電池容量：610 mAh

 
 
質量 約180 ｇ

ACアダプター

入力 AC 100 ～ 240 V、50/60 Hz
出力 DC 5 V 2000 mA（2 A）
外形寸法 約76×46×22 mm（横幅×縦幅×厚さ）
質量 約51 g

システムソフトウェアについて
本機に搭載されるシステムソフトウェアは、株式会社ソニー・コンピュータエンタテインメント
のライセンス条項の制約を受けます。 
詳しくは、http://www.scei.co.jp/psvita-eula/をご覧ください。

お客様の個人情報のお取り扱いについて

情報の使用目的
お客様カルテやインフォメーションセンターへのお問い合わせでご提供いただいた氏名、住所な
どの個人情報（以下個人情報）は、株式会社ソニー・コンピュータエンタテインメントにて商品の
アフターサービスに利用するという目的で使用します。これ以外の目的で個人情報を使用する際
は、改めてお知らせし、お客様の同意をいただきます。

情報の保管・開示
お客様にご提供いただいた個人情報は、ソニーグループ・プライバシーポリシーに基づいて保管
いたします。 
詳しくは、http://www.jp.playstation.com/about/privacy.html にてご確認いただけます。

お問い合わせ先
個人情報について詳しくは、インフォメーションセンターへお問い合わせください。

14才
さい
までのお子

こ
さまへ

でんわ おとな かた

電話をかけるときは、大人の方といっしょにかけてください。
きゃくさま おとな かた か

お客様カルテも大人の方といっしょに書いてください。

著作権／商標
" "、"PlayStation"、" "および"DUALSHOCK"は株式会社ソニー・コンピュータ
エンタテインメントの登録商標です。また、"LIVEAREA"は同社の商標です。

"SONY" および" "はソニー株式会社の登録商標です。また、"Sony Entertainment Network"
は同社の商標です。

Bluetooth®ワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, Inc.が所有する商標であり、株式会社 
ソニー・コンピュータエンタテインメントはこれら商標を使用する許可を受けています。他のト
レードマークおよび商号は、各所有権者が所有する財産です。

The terms HDMI and HDMI High-Definition Multimedia Interface, 
and the HDMI Logo are trademarks or registered trademarks of 
HDMI Licensing LLC in the United States and other countries.

その他のシステム名、製品名は、一般的に各開発メーカーの登録商標あるいは商標です。

アンケートにご協力ください
お客様からのご意見・ご感想を今後の製品作りの参考とさせていただくため、インターネッ
トによるアンケートを実施しています。アンケートに最後までお答えいただくとオリジナ
ル壁紙がダウンロードできます。多くの皆様からのご回答をお待ちしております。

http://pscom.jp/cse

ご利用機種や使用条件によって、読み取れない場合があります。




